
教科名 科 目名 現代文B 学 年 3字年

教材

t文B 新訂版 単位数

副教材 版六訂 カラー版 新国語便覧 (第一学習社) 履修区分 共通

学習の

目標

1 近代以膨:の に

の の り る

3 国語 に主 自lに取 り組 む態展 ゝ

学習の

進め方

ス

2 現代又 |

0ガヽ

に ヽ

期 月 単元名 具体的な学習内容 考 査 等

目:J

4

7

8

9

○オリエンテーション

○倫理と心理/
「贈り物」としてのノブレス・オブリージュ

○文化と美/実体の美と状況の美

○こころに触れる/檸檬

○思いを伝える/昔の光

○社会を担う/
「である」ことと「

・表現技法を理解し、筆者の美についての発想を

とらえる。

・それぞれの特徴をたどりながら、日本人の美意識

について考える

∵登場人物像、心情の推移を的確に把握する。
0描写、内的感覚をとらえ表現を 味わう。

0随想の魅力を味わいながら、読み取つたこと

を参考に自分の考えを深める。

0文章の構成や、段落相互の関係を読み取 り

ながら、 の主張や内容をとらえる。

〔中 考査〕

ノート提出

〔期末考査〕

ノート提出

前期
目標

後

10

11

12

○言語と世界/
人を指す言葉一
自称詞・対称詞・他称詞

○名作を読む (二)/こころ

作を読む (

0日 本語に関する論証の展開、結論を正しく

とらえ、自称詞 0対称詞・他称詞以外の人を

指す言葉に目を向け日本語への興味を深める。

・登場人物、情景、心情などを表現に即して

読み味わい、ものの見方、感じ方、考え方を

広げたり深めたりする。
0小説 を培い、おもしろさを味わう。

0日 本の近

考える。

と個 人の き方との関係について

〔中間考査〕

ノート提出

後期
目標

評価方法

ノ フ
‐

の の 5 に立ち
等で評価 します。

に

評価の

観点

の に つ

る

に

を発展 さ が

化 る

の

つ るゝか。



の
教材

のの の
学習の

目標

の

のス

学習の

進め方

期 月 単元名 具体 円な学習 内容

ユ副

4

7

9

○オリエンテーション
〇世界の諸文明

〇世界の一体化のはじまり

〇近代の世界

ア の

・南アジアの文明

ア

・東南アジアの文明

・ ョーーロッパ

・明・清王朝の東アジア
・大航海時代、ルネサンス、宗教改革
・絶対王政と啓
・ ヨー…ロッパの
・革命の時代ヘ

ク・ファイルを提

・中間考査
・ファイル提出

・ レポー ト

期末考査
・ファイル提出

前期
目標

り
・植民地・従属国での民衆の抵抗アジア・

アフリカの従属下
・東アジアと日本の帝国主義下
・ 日露戦争と韓国併合 ・ファイル提出

の世界大戦

辛亥革命
第一次世界大戦 ・ レつ

・ロシア革命とワシントン体制
第二次世界大戦

と冷戦 の

・冷戦の激化と核戦争の危機
本

家庭学習期間

後

0

11

後期
目標

評価方法 ワークヘの取り組み方等で総合的に評価 します。

・地理歴史科の観点別学習状況の評価の3観点を基本として評価します。

ア のの

・技能

思考・判断
・表現

主体的に学習
に取 り組む態

歴史に関わる諸事象について、国家及び社会の形成者として、よりよい社会の実現

視野に、課題を主体的に解決しようとしている。 (レポー ト、提出物の内容等 )
30%

に

″塁張J‐「
‐‐‐000

rし′ラザ〒t:  30%相互の関連 多面事象に関する事象の意味や意義、 的多角

々諸 りか 様 情 報な つ効を適切か 果しつ し し る とと も 資 料に象 て理解 て的な事 40%
のてめ し る ポ ト 出物や提 内容等 )レトス小 テ(考査に的 ま調 べ と

を特色や 的的な
のポ トレ 出部 内容等提(考査き議論がで かる表現、し 構想

を 三

評価の

観点



― マ

学習の
目標

学習の
進め方

つ つ

月 単元名 具体的な学習内容 備考欄

ユ訓

4
0オ リエンテーション
1章 :複素数と方程式

2章 :図形と方程式

・数学IIの学習について
・展開・因数分解・分数式
・複
・整
・因数定理と高次方程式
・直線の方程式
0直線との関係
・円、円と直線

・指数
・指数関数対数関数

*年間を通して小テス トを行って
いく

・中間考
6

7

第 5章 微分・積分

・関数の合成
・微分係数と接線
・導関数の性質

・微分と接線

・期末考査
9

前期
目標

後

11

1

第 5章 微分・積分

第 3章 三角関数

・関数の増減とグラフ
・関数の極大極小

∴盃定積分と定驚分…………
・積分の性質
・定積分と面積

・三角関数の拡張
・度数と弧度

・関数のグラフ
・加法定理

・中間

・期末考査

後期
目標

評価方
法

フ1=テ ス ノ ー の へ の る 。

評価の
観点

【知識 0技能】
1数

学を通して学びを得るために学習し、振り返りを通して更なる学習に取り組もうとしているか。 40%
力・表現力】 l事象を数学的に考察しようとしたり、思考の過程を多面的 。発展的に考えたりしているか。 30 %

【主体的に学習に取り組む態度】 を に 理する仕方や技能・ つけているか。 30 %



教 科 名 理 i 斗 琳斗L 名 l 化学基礎 字 年

教材

教科書 更 新編 化学基礎 単位数

副教材 四訂版 リー ドLightノ ー ト 化学基礎 履修区分 共 通

学習の

目標

1 化学が人匿

Z原 子 の構 造 / ヒび電子 配 置 と

3 化 学 の基 本 口な概念や法貝| を 埋

学習の
進め方

l 教科書 を中′卜に 、 原 子 の の

て 、 つ

3 フ リン トや て rの考えを表現する力を身につけま¬
「 。

期 月 単元名 具体 円な学習内容 考査等

命
リ

ユ
ロ

4

第 1編 物質の構成と
化学結合
○物質の構成

○物質

○粒子の結合

第 2編 物質の
○物質量と化学反応式

・物質とその成分

・物質の三態と熱運動

原子とその構造
イオン

・元素の周期表
・イオン結合とイオ
0分子と共有結合
・共有結合結晶
・金属結合と金属
・原子量、分子量、式量
。物質量

・溶液の濃度

・小テスト

・ノー ト、ファイ
ル提出

・期末考査
・ノー ト、ファイ

7

前期
目標

後

10

11

0酸と塩基 の反応

○酸化還元反応

・酸、塩基
・水の電離と水溶液のpH
‐‐

電 二年 二T=“ E‐
‐‐・ ‐‐‐‐‐‐口‐口‐

“
‐‐‐0

・ 甲 相 反 力い

・塩
・酸化と還元

・酸化剤と還元剤

金属の酸化還元反
・酸化還元反応の利用

ス

・ノー ト、ファイ
ル提出

・単元テス ト

後期
目標

評価方法
・定期考査、小テス トの成績、プリントの取 り組み状況、

等の表現力、実験・観察 レポー トの内容で評価 します。
・理 型の観点屋り主整墜動望塑□墜壁壼量壺墨 zL二堕二証価

循題の提出状況、レボー ト

します。

評価の

観点



教科名 理 ; 斗 科 目名 | 地学基礎 学 年

教材

教科書 単 位 数

副教材 改訂版 リー ドLightノ ー ト 地学基礎 履修区分 共 通

学習の
日標

Dゝ ら現 在 の地 球 こ至 る までを時間的・ 空間的な広が りの「

つ

・ 法則 を理解 し、地学的な見方や考 え方
'

学習の

進め方

つ ヽ

つ

3フ リン トや つ
「

。

期 単元名 具体 円な学習内容 考査翼

命
ＩＪ

ユ
ロ

4
弟 l編 悪星 と しての地球

第 6編 宇宙の構成

第 4編 移 り変わる地球

第 2編 活動する地球

|
|

・ 太 陽系の中の地球

・地球の形と大きさ
・地球の構造

・太陽と恒星
・宇宙のすが

・地層の形成

・古生物の変遷と地球環境

・プレー トの運動とそれに伴う
現象

8

前期
目標

後

|10

11

12

・地震と地殻変動

3編 大気と海洋 熱

大気と海水の運動

第 5編 地球の環境 ・環境と人間

・日本の自然環境

・小テスト

・中間考
・ノー ト、ファイ
ル提出

・単元テス ト

後期
目標

評価方法

・定期考査、小テストの成績、プリントの取り組み状況、宿題の提百可覇 T¬万百=下
~~~~

等の表現力、実験・観察レポー トの内容で評価します。
_二理製≦塑聾墾1笙量讐塾り畳し12証」亜」のL旦

`菫

崖生基杢とLI評価します。

評価の

観点



教科名 体 育 科 目名 l クト平 学 年 3学年

教材

教 科 書 単 位 数

副教材 ステップアップ高校スポーツ 履修区分 共通

学習の

目標

の ヽ :同上 を

課題 を発見 ノ、 解 決 に 同 レ:
「て考 えた り判断 した ことを `

3 公正に取 り| 且あり、、 ]里 いに 力 しなが ら健康・ 安全 を確 呆し、運 |に しご熙 展蜃蟄養 つ。

学習の

進め方

つ

2 -斉 授業や : :活動 によ る :
い ます 。

3 字 習 した 肉 : ワ ー

則 単元名 具体 円な字習内容 考査等

ユ削

4

○オリエンテーション (1)
○新体カテスト (3)
○体つくり運動 (3)
○体つくり運動 (3)
○マット運動・跳び箱 (8)
○体育理論■lt鷲

全
○ダンス (10)

ついて

○水泳 (10)

1(3=IIス 1,試=ヅ
‐
てI‐び)…

………

○体育理論

・自己の体力に気付き、向上させていく。 ・新体カテストの実施

‐:蠍鋤翼髪籍そ鶏 運動………
。マット運動・跳び箱の基本技能、連続技の習得 ・技能テストの実施

(能力に応じて技を選択し、連続技
I‐ラ

‐
芽=グダジスT‐創作ダンズl…

…

現代的なリズムのダンス

_二_重望L旦コ壁隻空宝:型:運:整:=2二三二‐―‐―D

・主にクロールの習得、その他の泳法習得 ・技能テストの実施

う。)(さ まざまな泳法で泳ぎ、リレーを目標に
・技能の上達過程と練習

・ボッチャ、キ
オリンピックと国際理解
・ ドービング問題

8

前期
目標

レ` 、
ψ
つ

・仲間と協力して行うことや表現することを目指す。
0健康・安全に留意させ、自己防衛力や危機管理能力を向上させる。

後

○球技 (各 12程度)

11

12

理論

1 ○ スキー (

育理論

12)'~~可
l

i     ‐‐‐‐‐・ r・・~司~→
2

選択球技
3 ○体育理論

~丁
バ

~レ

ーボール (ネ ット型)

(個人技能を身につけ、戦術を
生かした攻防を展開する

0バスケットボール (ゴー
。 )

ル型 )

(個人技能を身につけ、戦術を

生かした攻防を展開する。)

・ギジフベ=ス
…
てべ=ズボニル型)

(戦術を活かした攻防を展開する。)

・スポーツの技術と戦術についェ…………_

・ゲレンデスキーの滑走法を
理解し、習得します。

0生涯スポーツの見方・考え

・バドミントン、卓球の選択
・ライフスタイルに応じたスポーツ

・技能テストの実施

ス

・技能テストの実施

後期
目標

・体力の構成要素である行動力と生存力の保持増進を目指す。
・次年度に向け、応用的な運動領域に触れ、継続的な技能の向上を目指す。

します。の提出状況等を総合的に
フ

‐

評価方法

3評価の

観点
課題を発見 し解決の仕方や気付いたことについて事故や仲間の考えたことを他者に伝えたりしているか。

くル‐― い るつをの て

しと協に として しているか。



コミュニケーション英語Ⅱ 学 年 3学年

単 位 数V ca on

履修区分 共通副教材 al life Listening2
教材

ゝ々 てる 。

しつ ヽ

つ ゝ

学習の

目標

ゝス

ペアワー学習の

進め方
フ ァ の

則 具体 円な学習 内容 考査等

前

４

　

５

　

６

　

７

　

８

　

９

1

①単語テスト
②英作文Writingテスト
③中学校文法の総復習テスト

④Lおtnenig活動
⑤ALTのプレゼンテーションを聞く

⑥英作文の練習

Catomic bomb [:ct, tてのジグソー学習

見学旅行の平和学習
OEcO turismの Tourguideな りきり

ature for the Next Generation
7 ○速読を鍛える

Young Man in the Sea Who Made a Change
○都会と地方の格差についてディヘ

・
ト

Streetcars in the 21st Centurv

ピーキングテスト対策 ○絵を見て描写する、自分について

る

前期中間

前期末考査

前期
目標

;lil:lii:|;li::ラ ::テ
1:111::lilli:;|:言

;言:li;ラ:テ
1,|::Fil:iill;|:|;|「 ;|:|:'Ili‐

口
il[iili:[i:テ i:[11:il;|:|:|「 ililil:IF::1早 :|::ラF:テ 1:~「 :il:「 11:|:|:i「 :ラ

「
:「〕「

~~

リスニング、ペアワークを通じ、表現に必要な語彙を定着させる(リスニングカ、スピーキングカ)

小テストを通じて、Outputの 単語力を伸ばす

後

1

11

，

“
　

　

　

９
０

Lesson 9

The Challenge of E)isarmament

Lesson 10

1nventing lnnovative Things for Society

卒業課題

①英語での映画作り

②Revolution Japan(グ ループポスター)

③英語インタビュー(ペアワーク)

○アフガニスタン戦争の歴史背景

を調べる

○お気に入りのデザインを英語で

プレゼンする

①英語で作る
②グループで1つのお題を掘り下げる

③ペアでお互いに紹介する

後期
目標

高校で学習した英語の技能をすべてを駆使し、プレゼン、インタビュー、ボスター、映画作成に

生かす。

評価方法 合的に評価 します。協力してペアワークやグルー
ス 、 フ ア

プワークに臨みましょう。
へ の

の の 4

い  ・し

て い

ゝの

に と る 。

10%し

評価の
観点



教科名 E綱厭 科 目名 | 素描 学 年

教材

教 科 書 単 位 数

な し 履修区分 工芸選択

学習の

日標

1 対象のイメージや空間を把握し、造形表現の基礎となる観察力と思考力、描写力を高める。

2 自他の作品を鑑賞することで多様な視点から感性を磨き、表現の相違や共通性などを考察し、

美術文化の発展と創造に寄与する態度、理解を育てる。

学習の
進め方

1 造形表現の基礎である素描を行うことで、観察力や表現の技術を身に付ける。

2 様々な素材のモチーフを描き、形態の把握の仕方や陰影の付け方などを学ぶ。

3 作品を鑑賞し、描き方、良さを感じ取り、表現の工夫に生かす。

備 考 欄具体的な学習内容

4
・学習の見通しを持ちます。

・鉛筆の削り方や持ち方、練り
ゴムの使い方など、デッサンの
基礎を再確認します。
また、表現の幅広さを学びま
す。

0基本的な道具については、は
じめは学校で用意したものを使
用し、必要に応じて各自で追加
していきます。

・デッサンの基本姿勢を身に付
けます。

・アウトラインだけで描かないよ

う注意し、物体と空間の間の処
理について学びます。

・質感の描き分け方を学びま
す。

・奥行きや立体感を提え、遠近
に留意し空間を提える力を養い

ます。

・デッサンのみならず、スケッチ
やクロッキーなど鉛筆を用いた
多様な表現方法に触れ、それ
ぞれの違いについて学びます。

前

●静物デッサン①

(素材、質感重視)

講評

○風景スケッチ①
※進捗状況により変更有

○クロッキー

(手などの人体)

(デッサンに繋げる)

●デッサン③
(手などの人体)

↓

○風景スケッチ②
※進捗状況により変更有

・基礎のおさらい

・反省

講評

↓

モチーフ

↓

0評価と学習方法について

・制作時の諸注意

・様々な形体・構造の把握について(かたちの取り

方)

・様々な表現技法について(鉛筆・練リゴムのタッチ、
素材感、質感など)

・対象への観察について

・構図、サイズ感など

・明暗について

0制作時間の使い方、進め方

0構成の仕方について

・描線について

・空間について

・量感について

評価方法 授業中の取り組みの様子、作品、提出物をもとに総合的に評価する。

評価の

観点

【知識・技能】
デッサンの基礎的・基本的な表現技能を身に付け
主題に合った表現方法を創造的に表すことができたか。

35%

【思・判・表】
対象物をよく見てとらえ、創造的な表現の構想・構成を練ることができるか。

35%
作品や対象物を見て良さや美しさを感じ取り、作品や言葉で表現し理解することができるか。

【主体的態度】 明確な目的を持ち、主体的に表現や鑑賞の学習に積極的に取り組むことができるか。 30%



教 科 名 美 科 目名 | 素 描 3学年

教材

教科書 な し

副教材 な し 美術選択

学習の

目標

1 対象のイメージや空間を把握 し、造形表現の基礎 となる観察力と思考力、描写力を

高める。

2 デッサンや鑑賞を通して、感性や美意識を高めるとともに、自己の在り方生き方を

見つめ、美術文化を尊重する態度、豊かな心情を育てる。

学習の

進め方

1 造 形表現 の : ン い

々 を組み合わせたモチーフ メー し をとらえながら くことで、 の

方法を する。

期 「 単元名 具体 円な字習肉谷 備 考

前

4

7

・オリエンテーション

0ク ロッキー

・工業製品

・構想デッサン

・組モチーフによる静物デッサン

・石膏デッサン

・素描について

0年間計画と評価について

・様々な形態の把握方法
・様々な表現方法について
・形態の把握について
・空間表現について
・素材感について
・量感について
・構図について
・木炭について

・学習の見通しを持ちます。

・鉛筆の削り方や持ち方、練リゴ

ムの使い方など、デッサンの基礎
を再確認します。
また、表現の幅広さを学びます。

・基本的な道具については、はじ
めは学校で用意したものを使用
し、必要に応じて各自で追加して
いきます。

・デッサンの基本姿勢を身に付け
ます。

・アウトラインだけで描かないよう
注意し、物体と空間の間の処理に
ついて学びます。

・質感の描き分け方を学びます。

・奥行きや立体感を捉え、遠近に
留意し空間を捉える力を養いま
す。

・デッサンのみならず、クロッキー

など鉛筆を用いた多様な表現方
法に触れ、それぞれの違いにつ

いて学びます。

8

評価方法
覆業可ヨ7,洒;コ:爾i頭,死万様〒I=課題757副

「

可;目l『万等1てより総合的に評価する。

評価の
観点

【知識・技能】

【思・判・表】

【主体的態度】

デッサンの基礎的・基本的な表現技能を身に付け主題に合った

表現方法を創造的に表すことができたか。

対象物をよく現でとぢえ丁
‐
創造西な表現の構想

‐
『蒲茂を練る

0ご…

Lム マヾS、キ ス ら、

明確な 目画 を持 ぢ√
‐
I体蘭 に表現や鑑賞の学習 に積極酌に取

‐
り
…‐

組むことができるか。作品や対象物を見て良さや美しさを感じ

取 り、作品や言葉で表現 し、美術文化を理解することができる

か ^

40%

30%

30%



教科名 ) 学 年 3学年

教材

な し 単位数 4

副教材 な し 履修区分 美術選択

学習の

日標

そ々 な 受I見パ ′

=)い
ψ
つ )ハ

2 ざ画 の i て rルヒ1餃し、疾:性を高める。

学習の

進め方

l F100→ :の絵 回 : r制作し、自己の表現 について蒸え、主

2Z i作や :冨 し、表 現 の特 質 、お 上 い の 月
″
=)し

:す∩

3レポー をヽイ乍月 「 。

則 単元名 具体 的な学習内容 備 考 欄

ユ削

4
〇オリエンテーション
○構想

○習作の制作

○習作発表 (中 開発表)

○本制作

○本制作

○本制作

01年間の活動 について

・レポー トについて
0資料収集、モチーフ取材

・表現の学習
0様々な画材の特徴について学ぶ

・主題設定、技法の検討

・習作(実寸サイズの紙または小パネル

に制作)

・習作を発表・鑑賞
・キャンバス組み立て

・下描き

・下地づくり
0彩色

・ヮークシー トを活用し、今後の見通

しを立てる。

・資料はインターネットや出版物ば
かりに頼るのではなく、できるだけ

自分の力で集めること。
0自 分の表現に適した画材や技法
を選択する。

・

・習作でしっかり主題や技法を練る
こと。
0キャンバスの組み立て、キャンバ

ス張りは一人で行わずお互い協力
して行うこと。水張りも同様。

・主題・制作の振り返りと今後の見
通しについて計画する。

7

8

前期
目標

後

10

11

12

○本制作 (中 間発表)

○本制作

○仕上げ
○卒業制作発表準備

○卒業制作発表

・ レポー トについて
・再検討
・修正
・細部描込み
・微調整
・額つけ
・ レポー ト提出
・卒業制作発表準備
・まとめ

・制作の途中経過や今後の制作に
ついて発表、及び鑑賞を行う。

必要な場合は額を制作する。

・卒業制作発表及び鑑賞。
01年間の制作を振り返る。

後期
目標

評価方法
プリント提出状況、課題に対する創造力、技術力、授業への意欲・態度、計画性、発表

内容等により総合的に評価 します。

評価の

観点

【知識 0技能】

【思・判 0表】

【主体的態度】

技法や画材の特性を理解し、設定した課題に効果的な表現ができた

か。

適切な主題を設定し、実現に向けた構想をねること 30%

自己の制作に向き合い、計画的に取 り組むことができたか。自他の

表現の意図や工夫を感じ取 り、味わうことができたか。
30%



教科名 工 学 毎

教材
教科 書 単 位

副教材 履修 区
`

ひ 共 通

学習の
目標

1 工芸科目を通して学んだ技術を応用し、創造的に発展させた作品制作の力を育てます。

2 ら を設定し、 し ゝ

を通 し、 野 を るとと い

学習の

進め方

1 の 々 し の 工

2 これまでに学んだ知識や技術、過去の作品や資料を活用し、自らの作品をより高める工夫をします。

3 発表や鑑賞をとおし、制作への知識や理解を深めます。

則 月 単元名 具体 的な学習 内容 備考欄

ユ則

4

7

オリエンテーション
課題設定と制作計画

と図面の制′ロ

本制作

制作進度の確認

・ 1年間の課題の進め方
・制作に向けた課題設定
・制作に向けた試作と計画‐
∵構想l…設計

‐
1…画面め提百

……

・縮尺模型、プロトタイプ

・再検討、本

卜の制作開始

・進め方の再検討
・中間段階の状況確認

(ワ
ークシート)

・制作課題をどのような手段で
達成するかを考える。

る。

上制作物 _ゝ_図画完成

・ これまでの制作過程をまとめる

・自らの制作過程を振り返り
進め方を再検討する。

8

9

前期
目標

早期に制作物の決定、製材・加工に入るよう、心がけよう。
見通しを持った制作を心がけ、自ら取り組める作業量を見極められるようにしよう。

後

10

制作のまとめ、資料の整理

卒業制作発表

|

・卒制委員会の立ち上げ

・作品の組み立て開始
・素地調整と塗装
・撮影
・図面の修正と完成
・作品、図面の完成と
・レポートの提出
・発表のまとめ

の

進度状況把握と制作計画の
調整を行う。

※ガラス等の発注

自らの制作をふりかえる
成果を確認する。

と

※先輩の声を聞く会
・清掃

11

後期
目標

他者と協同して作業進度の遅れが出ぬよう、前倒しで制作を進 めよ う。
制作をとおして学んだことや身につけたことなどをまとめ、発表時に伝えられるようにしよ
つ。

評価方法 評価の観点をもとに計画の進め方、制作、制作資料から経過ごとに総合的に行う。

評価の
観点

【知識 0技能】 制作課題に対しての技法、表現を深めていけた か 。 30%

【思考・判断・表現】
制作課題を自らの意図と繋がるように制作を考えていくことができたか。
他者の取 り組みや制作物を通し、自らの制作意識を高めることができたか。

40%

【主体的態度】 制作課題の設定と計画をもとに制作を進めることができたか。 30%



教科名 工 芸 科 目名 l 工芸研究 学 年

教材
教科書 な し 単位 数 4

履修区分 工芸

学習の

目標

1 選択 工芸

の て 、 の

の の

学習の

進め方

1 の ゝ

用 の て ゝ

て ヽ

期 「 単冗 名 具体 円な学習 内容 考 査 等

4

5

6

目U

7
:

8

9

前期
目標

オリエンテーション

テーマの設定

制作

中間発表

制作進度の確認

・ 1年間の課題の進め方
・テーマの設定と計画

イプ

図面

プレゼンテーショ
プレゼ
窯 制作

>7-!a
末 取 り

製材

・テーマ 制作についての発
・進め方の再検討

・自らの制作過程を振り返り進め

方を再検討する

後

10

11

1年間のま め

卒業制作発表

‐

「
レlil尋

Iド作成
口
lビ づι

0作品の完成と提出

の 提出
0キ ャプションの制作と提出

]

0自 らの制作をまとめることで成
果を確認する

２

　

¨

3

後期
目標

評価方法 評価の観点をもとに計画の進め方、制作、制作資料から経過ごとに総合的に行う。

評価の

観点

【知識 0技能】 テーマに対しての技法、表現を深め、形にすることができたか。 30%

【思考・判断・表現】
自ら設定したテーマに対しての技法、表現を深め、形にすることができたか。

制作の手順や方法を考えていくことができたか。
40%

【主体的態度】 他者の取り組みや制作物を通し、自らの制作意識を高めることができたか。 30%


